BOX 5
[bookmark: _GoBack]初代黒島教会堂跡
1879年、アルベルト・ペルー神父の設計により建てられた黒島で最初の教会堂の建設場所には、信徒の集まりやすさを考慮し、島の中心部が選ばれました。現在の黒島天主堂は同じ場所に建てられたニ代目です。脇祭壇には初代の主祭壇が、楽廊下の手すりには初代の聖体拝領台が転用されるなど、初代教会堂の名残を留めています。




